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アンケート概要

当資料集計期間
2023年6月20日～2023年8月31日

対象者
市内在住の子育て家庭・子育て応援

配布場所
保育園・小中学校 SNS 各公共施設
口コミ 各種団体へ依頼

回答方法
QRコードからGoogleフォームを利用

回答数
２０７件（８/３１時点）



アンケートの内容

質問１
茅野市の学校や保育環境について

質問２
茅野市の子育て環境や行政サービスに
ついて

質問３
茅野市にある施設について

質問４
その他の困りごと・課題やアイディアを
教えてください。
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アンケート集計の解説

【回答数】

20７件分（8/31時点）

【グラフの集計方法】

１つの回答につき、“良い”“課題”の内容であるか
のカテゴリ分けし、回答内容に様々なキーワードがあ
る場合、コメント毎にタグ付けを行いその属性を集計
してグラフ化しています。

“良い”１８５タグ “課題”８０５タグ
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子育ての魅力①（主なコメント）

学校・保育環境
教員のばらつきもあるが、子供達の様子を把握し、少しでも変わったことがあれば気付き、す
ぐ対応されているため、子供の信頼も厚い。校長も、保護者の意見に真摯に受け止め、対処し
ていただいている。

先生方との距離感が近いため、子供の相談等しやすい。

気分がのらなくて時々欠席する中学1年生の息子がいます。担任の先生をはじめ学年主任〜校
長先生が生徒1人1人の気持ちと家庭の考え方に耳を傾けて下さっています。有難いし素晴ら
しいな、と思います。

室内施設・居場所
0123子ども広場や地区子ども館や子ども病児病後おやすみ館など、とても恵まれていて有難
い。0123広場は使いやすい。相談会では月1で身長体重測れて良い。

0123など子供達や親の交流ができる場所があり助かりました。雨の日などは本当にたすかり
ました。

18歳まで居場所があるのはとてもいい。

保育園入園前に、地区こども館に遊びに行っていました。アットホームな雰囲気と少人数で、
コロナ禍の間も利用しやすかったです。



子育ての魅力②（主なコメント）

保育園
子供達が不安定な気持ちであっても、日々のルーティンを含め先生方がいてくださっているか
ら安心して登園しております。先生方がいてくださっている安心感は本当に変え難く心の支え
とさせていただいております。

泥んこ遊びや、畑での野菜の収穫など、家ではできないことをたくさん経験させてもらってる。

園の雰囲気がよくて満足している。

行政（ハード面）
施設がひととおりそろっていてありがたいです。

現状、たくさんの体験や学びの場があって良いと思います。そのよう場所に参加しない=関心
がない、というだけではないです。なぜ参加しない、できないのかを踏まえながら強制しない
地域協働であればいいと思います。

図書館
図書館が充実していて、他の場所でも返却できるのもありがたい

公園
自然豊かで多種多様な公園も整備されていて、良い。



子育ての課題：金銭的支援（医療・給食・支援金・保育など）

給食費・１８歳までの医療費の無料化
他の市町村と比較すると、若者重視で、あまり子育てに重点を置かれていない、給食の無償化
や医療無料化はかなり遅れている印象をうける。持ち家がないと、茅野市ではなく、他市町村
への引っ越しも検討してしまう。

１８歳までの医療費の無料化
他の市町村は高校生まで医療費補助があるのに、茅野市はないので、すぐにでも隣接の市町村

と同じにしてほしい。

保育園の白米持参
子どもたちの安全や健康を第一に考えて再度検討していただきたいです。今まで何もなかった
から…ではなく、確実に状況が変わってきていて、気温の上昇や、家庭の経済状況によっては
その日炊いたご飯を持参できずにいる子もいるのではないでしょうか。

支援金の支給
子供の助成金配布を所得制限無しにして欲しい。

出産に対する補助
出産準備品の提供があると嬉しいです。(おむつ、お尻拭き等簡単なものでも)

保育料の減免、未就園児の保育料
未満児の保育料が高すぎます。東京都のように第2子以降、所得制限なしで無償化等の対策が
なければ少子化に歯止めがかからないのではないでしょうか。



子育ての課題：室内施設・居場所

体を動かせるこどもの遊び場（主に室内）
のびのび遊べる場所があると嬉しい。0123広場は良かったです。しかし4歳になった途端に
路頭に迷いました。猛暑や雨天でも、少し大きくなった幼児や小学生が、体を動かして遊べる
場所が欲しいです。

異年齢交流の場
先輩ママや子育て終えた年代様々が交流できる場、社会全体で子どもやその親をサポートする
雰囲気のある茅野市にしたい

長期休暇時の学校開放
熱中症予防の観点から、今年は夏休み中の学校プールが解放されないと聞いています。学校に
クーラーが設置されて避暑できるようになったので、夏休みが元々何のためにあるのか考える
と今年の方針には疑問が残ります。涼しい時間帯に登下校させ、午前中は教室解放(授業なし)、
午後はプール解放というような日課は組めないのでしょうか？

産後のお母さんの居場所
妊婦・産後直後の方々がこれる助産師や保育士がいる施設が欲しい。産後入院、一時避難がで
きる場

商業施設などでの子育て施設（土日）
児童館は午後は小学生などが多く、土日祝はほとんどお休みです。オギノさんのような大型の
お店の中にそういったスペースを設けて頂けると買い物も出来てとても便利だなと思います。



子育ての課題：子育てと仕事との両立①

行事等親の負担
行事や参観日が多く、親が出る場面も多いため働く親にとってはしんどい部分もある。保育園
の預り時間が短く、休日保育もないため、仕事しづらい

PTA・保護者会活動の在り方
保護者会、PTA.地区‥と、役員をやる回数が多く、頭を悩ませています。子供のために頑張
りたいのですが共働きが当たり前の世の中なので、もう少し在り方や活動内容を見直すべきか
と感じます。

PTA活動と伝統的な行事の在り方
小規模の学校なのでPTAなど保護者の負担が大きすぎて大規模の学校との不公平感を感じる。
校庭スケートリンクの整備も大変なのでやめて欲しい、ナオアイスオーバルでいいのではない
かという声もかなり出ている。

社会状況の変化における意識の違い
親の参加有きは納得いかない。関東では保育園も小学校も親が働いていることを基本として、
PTAや保護者会、親の関わる行事など考えられていた。茅野市の親や祖父母あって当然の体制
は古いし、やり切れない。正直40〜50年前と保育園のお迎え時間が変わっていないことに愕
然とする。

地域活動の子育て世帯への負担軽減
衛生自治会やその他の会合、保険指導員の活動等の時間がちょうど子育て世代のゴールデンタ
イム過ぎてしまい、苦しいです。有給も使わなければですし。子供が大きくなったら全然やら
せてもらいますので、子育て世代の参加負担を減らしていただけないでしょうか？



子育ての課題：子育てと仕事との両立②

子育て家庭への企業理解
子育て期間の仕事について、職場での理解促進を行政から積極的にはたらきかけて欲しい

移住者とPTA活動や地域活動
地縁による結びつきが強く、小学生のPTA地区役員や各地区の仕組みなどが、移住者にはわか
りにくくとてもプレッシャーになる。

行政サービスの柔軟対応
学童クラブに 通わさせて頂いているのですが、土曜日、日曜日が 出払いなどがあると困って
おります。自己責任でも構わないので、シルバ人材さんなど 活用を検討して頂けると 有り難
いです。

業種によるニーズに合わせた子育て支援
観光地の為、観光業やサービス業も多いので、土日や休暇時の子どもをお願いできる場所を充
実させて、就労の幅を広げて欲しい。興味や募集があっても、難しい状況にある。ファミサポ
もマッチングが難しく、利用できない。保育園の一時預かりも、すぐに枠がいっぱいになって
しまう

保育園の目的
保育園は親が見られないから預けているのに、保育園に行くことによって余計に親に負担にな
る行事などがあり、保育の本質からかけ離れている。かつて「おにぎりの日」が「親の愛情を
感じられるように」との理由であったが、おにぎりで親の愛情は測れない。おにぎりを作る手
間のせいで朝から家庭がイライラして本末転倒である。



子育ての課題：子育てと仕事との両立③

保育園・保護者が双方が負担にならない施策
保育料が高くて頑張ってフルタイムで働くのがシンドイと感じます。荷物が多くて、子供を
抱っこして駐車場まで移動するのも大変です。オムツ持ち帰りなしは大変有難いですが、お布
団レンタルやオムツサブスクなども検討頂きたいです。

保護者同士の協力（学生服等のリサイクル）
制服や体操着の交換会をしてほしい。

延長保育や学童の経済的負担への補助
夫婦共働きなので、延長保育や学童にはお世話になりました。利用料金に対して補助があると
更に利用しやすくなると思います。

ファミリーサポート事業
ファミリーサポートを利用したいが、とても利用しづらく、申し込みにすら行けずに1年以上
過ぎた。平日の役所があいている時間には仕事で行けない。土日や学童が終わる時間より遅い
時間に子どもを預けられる場がなく共働きで夜に子どもを連れて仕事をすることもある。

仕事の両立に対しての母親の課題
本当に本気で考えていかなければいけません。男女共に労働力となる、などと言うのであれば
女性の課題を考えるべきですし(不妊、流産、死産など)、移住促進の観点からも子育てしやす
い、暮らしやすい大きなキーワードとなります。



子育ての課題：学校・保育環境①

先生方の負担
保育士の確保が大変ではと端から見て思います。学校、保育園の保護者対応は年々大変さを増
す中で、保護者と先生、保護者同士の関係もより希薄化していると思います。無理ない範囲で
うまくつなげられるといいと思います。親の保育士体験は継続して欲しいです。

保育士・先生方の負担
保育園は行事に追われて先生方が疲労困憊にみえるので、行事を減らして日常の豊かなものに
目を向ける形にしたら、イライラしないで子供に接することができるのではないかと感じてい
ます。

学校のDX化
学校のお便りプリントを電子化してほしい。クラウドで共有でもメールでもアプリでもいいの
で。懇談会の日程調整もスマホでできれば先生方も集計楽なのに…紙も勿体ない
リモートなどがもっと活発になるといいなぁと。

保護者との関係
幼稚園では、先生方の関わりが温かく丁寧にしていただけている。学校では、なかなか先生と
の関わりがなく、子どもが日常どんな生活を送っているのか、学校側（先生側）からの、我が
子の姿や印象はどうなのか何もわからないまま1年が過ぎていく感じ。

児童数の減少への不安
自分が小学生だった頃と比べると、明らかに児童数が少なく、ひとつひとつの行事が縮こまっ
ているように感じます。1学年に1クラスだと、どうしても子どもの視野が狭くなりがちなの
で、世間(地域の人々)や他校の同級生と触れ合う機会がたくさんあると嬉しいなぁと思います。



子育ての課題：学校・保育環境②

施設の共有
保育園に大きなプールが無いため、近隣の小学校や施設に借りられると良いと思う。

施設の安全確保
防犯対策のため保育園入り口にロックがあるけれど機能的か疑問。送り迎えのときにも開閉し
づらく不便。園児を閉じ込める印象なのも嫌。防犯上機能的かつ親子にとって威圧感のないも
のにできないでしょうか？（施錠とインターフォンにするとか）

施設の配慮
教育の内容などに不満はないがセキュリティが甘い印象を受ける。今の時期、水泳の授業が校
庭から丸見えなのが気になる。

保護者の負担軽減
未満児で子供を保育園に出していますがエプロンとお手拭き、それを入れているポーチが衛生
的ではなく毎日の洗濯と漂白が大変なので使い捨てのお手拭きやエプロンにしてほしい。
保育園の持ち物の多さが大変で、週はじめの朝だけでも、車から荷物を一緒に運んでくれる人
がいたら…と何度も思った。

特色ある教育への取り組み
学校での教育については他の地域や都道府県と比較して選択肢が少なく充実していません。他
県の知人から移住について聞かれることがありますが、子どもの進学先という点で選んでもら
えません。勉強やスポーツに特化した教育プログラムや、大日向小の様な特色のあるプログラ
ムを考えてもらえたらと思います。



子育ての課題：不登校・発達障害児

多様性を理解する教育
一人一人を大切に思い合い、否定せず、違うことは当たり前だということを大事とする教育に
シフトしていってほしいです。不登校をはじめ、学生の自殺者が増加している現実は、根本的
なこともあるかと思います。フリースクールや自然学校に行かせたく、調べていますが、結局
は根本的になおなさければならず、公立で改革してください。

多様性への支援者
一斉保育、一斉教育により取り逃がされてしまう子に対する手厚いサポートができる理解ある
知識を持った人材が不足している

不登校児の居場所
学校へ行かない選択をしている児童・生徒が日中身を寄せられる場が増えるといいなと感じま
す。また、その場を提供したり携わるスタッフさんにも手当がきちんと出るといいなと感じて
います。ボランティアだと先細りします。かつ、様々なタイプの居場所があり選択肢が増える
と更によいとおもます。個人や家庭の方針も多様化しているので行政もそれに沿った政策と対
策をして頂きたいなと感じます。

発達障害児への理解
発達に問題がある子など支援がまだまだ足りない。

発達障害児の医療
発達障害の病気受診まで約1年 茅野市にもお医者様が居たら助かります



子育ての課題：ハード面①（公園、図書館など）

大きな公園
茅野市は子供も多いので、もっとのびのび遊べる大きな公園がほしい。塩尻のアルウェン公園
みたいな公園があるとみんな行きたいと思えていいと思う。

公園の充実
公園を増やしてもらいたい。小さくてもいいので、子ども達だけで行けるような距離に各行政
区毎にあったらいいと思う。公園の遊具が古くなってきているので、新しくしてほしい。子供
が遊べる公園を増やしてほしいです。

人が行きたくなる図書館
富士見の図書館や、他の図書館を参考にしていただき、一日中いたくなるような図書館にして
ください。明るい、外と室内が隔てがない、小さな子供が居やすい環境。また、おおきなコ
ワーキングスペースなどあると活性化するのではないでしょうか。富士見にある森のオフィス
など参考にしてください。

ニーズにあった施設運営
子どもが勉強したりする時に図書館を良く使いましたが、年末年始など開いていて欲しい時に
開いてなかったり、もう少し子どもに寄り添った施設があると助かります。



子育ての課題：ハード面②（交通手段など）

施設の老朽化
公民館の老朽化が進んでいるが、市からの支援や指導をして頂きたい。

交通手段
のらざあ、は意外と使える。もっと利用者増えて利用料が下がって、学校の帰りにも使えると
いいなぁ。今は丁度よい時間のバスがないので。

交通手段
車で送り迎えが必須であり、つい親と子のみのコミュニティに陥りがちと思う。子が自由に行
動できたらいいなぁ。のらざあやバスの利用が便利になったり、歩道や自転車道が整備された
り、カフェや本屋や図書館が増えたり。高齢者やいろいろな人とふれあえる場所として、図書
館や公園に何か仕掛けが有ればいいな。素敵なベンチが増えるとか。

通学路の整備
小中高生が帰宅で使う道路はもっと街灯の数を増やしてほしい（冬は暗く迎えが必要）

財政面への不安
お金のかかるハードは増やしてほしくない



子育ての課題：ソフト面・情報共有・広報

子育て情報の一元化
ベビーシッター、チャイルドシッター、ゆいわーく、家庭教育センター、コミュニティセン
ターなどで行っているお稽古ごとやサークル活動をもっと調べやすく、見つけやすいように、
市HPなどのネット上で一元掲示してほしい。

子育て相談窓口とその周知
24時間対応している子育て相談が大変にありがたかったです。夜間に不安になることが多い
ので、夜間にも話せる場所があるというのは、心の支えになる。実際に使ったのは1回だけだ
けど、本当に感謝しています。でも、自分では知らなくて、県外の友人が茅野市のホームペー
ジで調べて教えてくれて知りました。もっと早くに知りたかったです。

気軽な相談窓口
不登校や、五月雨登校などの相談窓口が沢山あると嬉しいです。

相談後のつなぎ
相談してくださいと資料にあるもののいざ相談しても傾聴に留まり手立てがないと感じる。

有料子育てサポート
色々とサポート案を提案していただいているが費用をかけてやる価値があるのかわかりにくい
ため、まずは年間5回利用できるチケットのようなものを配っていただいて利用を試せるよう
な制度を導入してほしい。
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アンケート班のアイディア その①

① 子育てに関わる金銭的な支援
② 子育てにかかる日常品などを含む支援や応援

行政 各年代に応じた支援を検討・実施

どん ニーズ調査や子育て懇談会の実施・広報活動・提言

市民 リユース事業など地域応援、企業への協力や働きかけ

【予想される効果】
子育て中の家庭のニーズを提示することにより、支援の方
法を検討し、それにあわせた市民による応援活動（ボラン
ティア）へつなげていく。

アイディア



アンケート班のアイディア その②

① ニーズにあった野外や室内の子育て拠点・居場所
② 民間も含めた子育て拠点。異年齢交流の場

行政 現行の子育て拠点の整備、あり方の検討

どん ニーズ調査および行政や民間・企業とのつなぎ・意見交換

市民 拠点での応援活動、商業施設などでの子育て支援事業

【予想される効果】
現行稼働している子育て拠点の在り方を検討し、各地域の
事情にあった運営、集約化を図ることによって、子育て中
の家庭のニーズにあった柔軟応援体制を行い“地域での子
育て”を実現する。

アイディア



アンケート班のアイディア その③

① PTA・保護者会活動や行事の負担
② より良い学校・保育環境の再構築

行政 学校・保育環境の整備、多様化する教育への対応

どん 各子育て団体（P連、保護者会）へ情報提供・意見交換

市民 コミュニティスクール・学校ボランティアへの協力

【予想される効果】
多様化している現在の教育に対応できるよう、保育士、先
生方の負担を軽減。PTA・保護者会の在り方を見直し、保
育園・学校を中心とする地域に合った学校づくりにつなげ、
茅野市ならではの未来に向けた特色のある教育を実現する。

アイディア



アンケート班のアイディア その④

① 子育てと仕事の両立が難しい
② 経済的環境的に子育てしていくことが苦しい

行政 現状の子育て家庭にあった学校・保育制度の柔軟な対応

どん 地域住民への子育て世代の意識変化の啓発

市民 子育て世帯への地域活動の応援、企業の理解協力

【予想される効果】
子育てと仕事の両立が難しくなっています。現在の子育て
中の置かれている現状を、社会全体で理解し、支えていく
環境を地域住民と考えていく、支えられた家庭が子育て後、
定住し支える側の人となれるよう市民意識の向上を目指し、
子育て子育ちの良い循環社会となる。

アイディア



アンケート班のアイディア その⑤

① 不登校や発達障害児など多様な子ども達への対応
② 子育てでの親御さんの孤立化

行政 多様な子どもへの教育の担保、相談窓口、情報の一元化

どん 多様な子ども達の現状問題点の理解、専門機関との連携

市民 フリースクール、こども食堂等への支援や運営

【予想される効果】
不登校や発達障害児は増加の傾向にあります。そのような
子ども、また家庭が孤立しないよう、寄り添った相談窓口
の設置し、民間も含む居場所への支援を行う。学校も柔軟
に対応し、主体性を育む教育をする。

アイディア
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アンケートから見えてきたこと



子育て中の保護者や、当事者であ
る子ども達の声が、支援や応援に
反映する仕組みづくりが必要



子育てと仕事の両立から、職種や
家庭の事情など、多様な子育て・
教育にマッチした学校・保育環境、
施設、支援、市民の応援が必要



いままでの方向にとらわれず、
ニーズに合った柔軟な子育て応援
の体制が必要



家庭での子どもと向き合う時間
子どもの時間、様々な「時間」を
大切にする環境づくり



少子高齢化社会の中ではあるが、
様々な場面において、社会の一員
として、“こどもをまんなか”に
おいた施策がこのまちのミライを
作る



今回のアンケート実施の大部分は、
富士見町の町議会議員渡辺葉さんの
行った方法を参考にしました。葉さ
んにはアンケート作成など多くのア
ドバイスをいただき、ここにアン
ケート班一同感謝申し上げます。



おしまい
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